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市 長 決 定 

 

令和６年度は，引き続き，市民の安全・安心の確保と市民生活支援を基調とし，基本計画に基づき，重点プロジェクトを基軸に各施策・事業を

着実に推進していく。また，令和７年度末までに調布駅前広場整備や鉄道敷地整備が完了を迎えるといった，長年にわたる中心市街地の街づくり

における大きな節目を見据え，関連する取組を円滑に進めていく。 

あわせて，「デジタル技術の活用」，「共創のまちづくり」，「脱炭素社会の実現」，「フェーズフリー」の４つの視点から，関連する各種取組の成果

向上を図るとともに，他の施策への効果の波及を図っていく。 

他方，市を取り巻く財政環境として，市税収入については堅調に推移しているものの，引き続き，物価高騰の長期化等に伴う今後の社会経済状

況等を注視していく必要がある。また，歳出については，社会保障関係経費等の経常経費の増加のほか，公共施設マネジメントや都市基盤整備な

ど，今後も多大な財政需要が山積している。 

こうした財政需要に対応していくためには，全庁協力体制の下，複数年次を見据えた事務事業の見直し・改善による経常経費の縮減や，積極的

な財源確保に取り組むことが重要である。 

令和６年度の行政評価は，こうしたことを踏まえ，ＰＤＣＡマネジメントサイクルに基づく前年度の振返り評価を実施し，その評価結果を基本

計画の進行管理や次年度の予算編成において活用することで，基本計画に位置付けた各施策・事務事業の着実な推進や市政を取り巻く状況を踏ま

えた的確な対応につなげる。 

さらには，質の高いサービスを持続的に提供できる市政経営に向けた不断の見直し，改革・改善に取り組むこととする。 

ついては，下記により，全庁的な取組として，令和６年度の行政評価を実施するものとする。 

記 

１ 令和６年度の重点目標 

(1) 前期基本計画に位置付けた各施策・事業に関する振返り評価結果について，基本計画の着実な推進や調布市まち・ひと・しごと創生総合戦

略の取組成果の検証と併せ，各施策，事務事業の進行管理や次年度の予算編成に反映させる。 
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(2) 基本計画に位置付けた施策の推進，成果向上に向けた４つの視点（デジタル技術の活用，共創のまちづくり，脱炭素社会の実現，フェーズ

フリー）を踏まえた今後の取組の方向を整理することで，重点プロジェクトを横断する取組をはじめ，施策全体の効果的な推進につなげる。 

(3) 前期基本計画の計画期間（令和５年度から令和８年度まで）を通じた取組の方向整理を行う視点も踏まえた評価項目を設定するとともに，

「施策マネジメントシート」と「事務事業マネジメントシート」の統合を図ることで，評価における実効性の確保及び効率化に取り組む。 

(4) 行政評価と並行して，経常経費の縮減や財源確保につなげる観点から，事務事業等の見直し，改善に取り組む。 

２ 行政評価の対象 

(1) 施策評価は，基本計画に位置付けた全施策を対象とする。 

(2) 事務事業評価は，実施機関が所管する全事務事業のうち，基本計画に位置付けた基本計画事業を対象として実施する。 

３ 行政評価の実施 

(1) 行政経営部長は，行政評価を全庁的な取組として統括し，実施機関の長に必要な情報提供等を行う。 

(2) 実施機関の長は，所管する施策及び事務事業を評価し，取りまとめを行う。 

(3) 施策評価では，施策主管課長が施策に関連する課長と連携して評価する。 

(4) 事務事業評価では，事務事業主管課長が事務事業の取組実績を評価し，今後の方向を明らかにする。 

(5) 行政経営部長は，行政評価の結果を取りまとめ，実施機関と共有する。 

(6) 行政評価の具体的な実施方法等については，この方針に基づき，行政経営部長が別途定め，庁内に周知する。 

４ 行政評価の公表 

評価結果については，市民に分かりやすく公表する。  
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